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論 文 内 容 の 要 旨

適切な身体像bodyimageを持っことは心身の健全な発達に不可欠であり､幼児期にはすでに運

動能力を基に身体的存在としての自己を受容していることが示唆されてきた｡しかし､幼児を対象に

したbodyimageの研究に関しては､研究分野の特異性による概念の多様性と研究手法の妥当性な

どの問題があり､発達指標の基本となる基礎的なデータが極めて少ない｡

本研究は､発達的視点から自己概念や外界を認識する際の重要な基礎となる身体像bodyimage

について､人物描画法を基に､運動能力を構成する体格と基礎的な運動技能との関連を明らかにし､

その構造について検討を行ったものである｡

第 1章では､研究目的を示すとともに､身体知覚bodyperception､身体概念bodyconcept､身

体意識bodyawareness､身体図式bodyschemaなどの精神医学､心理学､哲学等における多様な

記述と本研究で使用するbodyimageとの関連を明らかにし､研究手法として人物描画法を用いる

ことの有効性について文献的検討を行った｡

第 2章では､人物描画法である Goodenough-HarrisDrawingTest(Draw-A-ManTest:DA

M法)からみた幼児のbodyimageについて横断的､縦断的な発達的特徴を調べ､人物描画の多面

的かっ力動的な側面について検討を行った｡DAM法で措かれた人物画の15部位 (頭､首､胴､腕､

手掌､脚､足､指､髪､眉毛､目､鼻､口､耳､衣服)からの分析に基づき､被験児の年齢 (4歳児 ･

5歳児)と性別による特徴を検討した｡その結果､4歳児では頑､脚､目､口の描画率は高いものの

他の部位については低く､頭足人的特徴を示した｡5歳児では眉毛､鼻､耳の描画率は低いが､他の
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部位については4歳児よりも有意に描画率が高く､身体部位の認知が高いことが明らかになった｡さ

らに､縦断的にみた場合､5歳児においては半年間で描画率の顕著な向上が兄いだされた｡一方､性

差については､4歳児､5歳児とも女児の描画率が高く､特に4歳児では髪､衣服において､5歳児

では胴､手掌､髪､衣服において高いことを兄いだした｡

次に､DAM法の多面的な側面について検討を行った｡措かれた人物画から示された身体的な動き

の評定結果と運動能力とに密接な関連のあることが明らかにされた｡

第3章では､幼児が自分自身の形態について知覚しているものがその幼児の人物描画に反映される

ことを検証するために､描かれた自己像の大きさ (縦 ･横 ･腰部の長さ､頭部 ･自己像の面積)と幼

児の体格 (身長､体重､カウプ指数)との関連性､さらに自己像とDAM法による人物画との関連

性を調べた｡自己像の大きさと幼児の体格との関連について重回帰分析を行った結果､自己像の全面

積と頭部の面積については､性別の要因が関与し､女児よりも体格的にも大きい男児の方が､自己像

を大きく描く傾向が兄いだされた｡また､縦の長さについては､年齢､性別､身長､体型の要因が強

く関与していることが兄いだされた｡これらの結果は､自己像描画によるbodyimageに対する年

齢と性別要因の関与はDAM法で兄いだされた結果を裏付けるものであり､特に縦の長さについて

は､体格との関連性が示され､自己像描画法を用いて研究を進める上での指標となると考えられる｡

次に､自己像描画とDAM法による人物画との関連性について調べた結果､それぞれの得点間に

有意で高い正の相関が認められ､DAM法によって描かれた人物画には自己像が投影されていること

が示された｡

第4章では､幼児のbodyimageと運動能力との関連性について検討を行った｡運動技能の獲得

や向上の基礎となる運動能力の発達が､幼児や児童の自己概念にとって重要であるとされているが､

実証的なデータは得られていない｡第 1節においては､運動能力と人物描画法による幼児のbody

imageとの関連性について調べた｡運動能力については､立ち幅跳び､ソフトボール投げ､25m走

の基礎的運動技能と､性格特性と関連のある体支持持続時間の4種目を取り上げた｡その結果､5歳

児が4歳児よりもすべての種目で有意に優れており､さらにbodyimage得点と4種目の合計得点

(T得点)の間に有意な正の相関が認められ､運動能力の高い幼児ほどbodyimage得点が高く､身

体部位の認知が高いことが明らかになった｡第2節では､立ち幅跳び､ソフトボール投げ､25m走､

体支持持続時間の4種目を取り上げ､運動技能に関与する身体部位の認知と人物描画法によるbody

imageとの関連性について2年間にわたり縦断的に調べた｡その結果､ 4歳児､ 5歳児ともに基礎

的な運動技能に関与する身体部位の描画得点と各運動技能の成績とに正の相関が見られ､比較的早期

に動作に関与する身体部位を認知できることが明らかになった｡さらに､このことはインタビューに

よる内省報告を求めた結果とも一致した｡たとえば､ソフトボール投げにおいて､4歳児は四肢の部

位に意識を持ち､これに対し5歳児になると安定したフォ-ムで走るということが､速く走るために
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は必要であるという経験を通した結果､上半身の関与をあげていた｡

第5章では､幼児が抱く身体に対する評価的態度として ｢身体満足度｣､｢理想体型｣､｢身体感覚｣

といった3つの側面から幼児のbodyimageの特徴について検討した｡身体19部位を取り上げ身体

満足度についての評定結果をもとに因子分析を行い､その構造からみた結果､顔､口､頭､体格を示

す因子において男児の方が女児よりも満足度が高いことが示された｡痩身､普通､肥満を示す体型絵

カードをもとに､現在の自己の体型と将来の理想体型について調べた結果､現在の自己の体型と将来

の理想体型ともに,女児よりも男児の方が普通体型を選択した割合が高かった｡将来の理想体型につ

いては､特に女児が男児よりも有意に痩せ体型を理想としており､青年期の女性と同じ傾向を示した｡

次に､身体感覚については､身体19部位を取り上げSD法により ｢長さ｣､｢大きさ｣､｢太さ｣の3っ

の観点から現在と将来についての評定を求めた｡長い､大きい､太いと評定された部位をLarge項

目とし､短い､小さい､細いと評定された部位をLittle項目として分析した結果､Large項目と

して男児では現在､将来ともに ｢脚｣であり､Little項目としては ｢腕｣であった｡一方､女児では

Large項目としてとらえている身体部位は､男児同様現在､将来ともに ｢脚｣の部位であり､Little

項目としては現在は ｢耳｣であるのに対し､将来は ｢指｣であった｡現在について評価の特徴につい

ては描画と一致しており､身体部位の大きさに関しては自己のbodyimageの特徴を比較的客観的

にとらえていることを示すものであった｡

第6章では､第 1章から第5章までで得られた知見をもとに､幼児のbodyimageの構造につい

て総合的に考察を行った｡第 1節では幼児のbodyimageの定量的評価法として人物措画法である

Goodenough-HarrisDrawingTest(Draw-A-ManTest:DAM法)の妥当性について､4歳児､

5歳児を対象に発達的特徴から明らかにし､bodyimageの構造について､運動能力を構成する形態

的側面として体格､機能的な側面として基礎的運動技能､身体に対する評価的側面からとらえられる

ことを示した｡さらに､本結果から保育現場への適用について留意すべき具体的な観点を示した｡第

2節では本研究結果について6点にまとめ､第3節では残された検討課題について述べた｡
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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

本論文は､自己概念や外界を認識する際の重要な基礎となる身体像bodyimageについて､人物

描画法を基に､発達的視点から幼児を対象としてその構造と形成過程を明らかにしたものである｡

本論文の特色として､一つには､人物描画法で描かれた ､､人〝 が自己像を反映するものであること

を定量的に証明したことがあげられる｡これまでの研究では､人物描画法は主に心理検査や心理療法

の中で､その人の内的世界にアプローチする手段として用いられ､描画に表される象徴的表現の定性

的解釈に止まっていた｡二つ目として､用いられた人物描画法が､幼児の場合､運動能力を構成する

身体の形態的 ･機能的特徴を反映するものであることを縦断的に検証し､限られた年齢範囲ではある

が､身体的存在としての自己を可動的 ･可変的に受容していることを示す発達指標の基礎的なデータ

を得たことがあげられる｡ 三つ目として､bodyimageには身体に対する態度といった､情意的評価

が反映されることを示したことである｡

本論文は次の6章から構成されている｡

第 1章では､研究目的を示すとともに､研究分野の特異性による概念の多様性と研究手法の妥当性

などの問題を指摘し､研究手法として人物描画法を用いることの有効性について文献的検討を行い､

bodyimageの操作的定義を行った｡

第 2章では､人物描画法である Goodenough-HarrisDrawingTest(Draw-A-ManTest:DA

M法)からみた幼児のbodyimageについて横断的､縦断的な発達的特徴を調べ､人物描画の多面

的かつ力動的な側面について検討を行い､人物画における年齢や性別特徴を明らかにした｡この中で､

特に人物画の全体像について､4歳児後半において男女児ともに描画に大きな変化がみられることを

兄いだしており､表象的表現の転換点の存在を示唆する上で重要な根拠を示したものといえる｡

さらに､描かれた人物画から示された身体的な動きの評定結果と運動能力とに密接な関連のあるこ

とを明らかにした｡運動能力といった身体をコントロールする技能の向上が､幼児の人物画に反映さ

れることを実証的に示した貴重な結果であり､この結果が本論文のテーマともなり､以下の研究を進

める根拠ともなった｡

第 3章では､幼児が自分自身の形態について知覚しているものが､その幼児の人物描画に反映され

ることを検証するために､描かれた自己像の大きさと幼児の体格に関する実測値との関連性､さらに

自己像とDAM法による人物画との関連性について検討した｡自己像の大きさと幼児の体格との関

連について重回帰分析を行った結果､自己像の全面積と頭部の面積については､性別の要因が関与し､

女児よりも体格的にも大きい男児の方が､自己像を大きく描く傾向が兄いだされた｡また､縦の長さ
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については､年齢､性別､身長､体型の要因が強く関与していることが兄いだされた｡これらの結果

は､自己像描画によるbodyimageに対する年齢と性別要因の関与はDAM法で兄いだされた結果

を裏付けるものであり､特に縦の長さについては､体格との関連性が示され､自己像描画法を用いて

研究を進める上での指標となることを示唆するものであった｡

次に､自己像描画とDAM法による人物画との関連性について調べた結果､それぞれの得点問に

有意で高い正の相関を認め､DAM法によって描かれた人物画には自己像が投影されていることを局

いだした ｡

第4章では､幼児のbodyimageと運動能力との関連性について検討を行った｡運動技能の獲得

や向上の基礎となる運動能力の発達が幼児や児童の自己概念にとって重要であるとされているが充分

な実証的なデータは得られていない｡第 1節においては､基礎的運動技能を主とした運動能力と人物

描画法による幼児のbodyimageとの関連性について調べ､運動能力の高い幼児ほどbodyimage

得点が高く､身体部位の認知が高いことを明らかにした｡第2節では､運動過程で幼児が自分の身体

の動きをどのようにとらえているか､またそれが人物描画法によるbodyimageに反映されるのか

について､2年間にわたり縦断的に調べた｡その結果､4歳児､5歳児ともに基礎的な運動技能に関

与する身体部位の描画得点と各運動技能の成績とに高い正の相関を兄いだし､比較的早期に動作に関

与する身体部位を認知できることを明らかにした｡さらに､このことをインタビューによる内省報告

からも裏付けている｡

第5章では､幼児が抱く身体に対する評価的態度として ｢身体満足度｣､｢理想体型｣､｢身体感覚｣

といった3つの側面から幼児のbodyimageの特徴について検討した｡身体19部位を取り上げ身体

満足度についての評定結果をもとに因子分析を行い､その構造からみた結果､顔､口､頭､体格を示

す因子において男児の方が女児よりも満足度が高いことが示された｡痩身､普通､肥満を示す体型絵

カードをもとに､現在の自己の体型と将来の理想体型について調べた結果､将来の理想体型おいて､

女児が男児よりも有意に痩せ体型を理想としており､社会文化的背景の影響を示唆するものであった｡

次に､身体部位をどのように感じているかといった身体感覚について力動的に把握するため現在と将

来についてSD法により評定を求めた｡その結果､身体感覚については性差がみられず､男女児とも

自己のbodyimageの特徴を比較的客観的にとらえていることを示すものであった｡

第6章では､総括論議として第 1章から第5章までで得られた知見を要約し､幼児のbodyimage

の構造について述べている｡ 幼児のbodyimageの定量的評価法として人物描画法の有効性とそこ

に示される4歳児､5歳児を対象に発達的特徴から､bodyimageの構造については､運動能力を構

成する形態的側面として体格､機能的な側面として基礎的運動技能､身体に対する評価的側面からと

らえられることの重要性を指摘している｡

以上､学位申請者は幼児教育者としての経験から､目的動作を引き出す際に身体部位を強調したイ
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メ-ジの重要性に気づき､精力的にbodyimageの研究を進めてきた｡本研究の意義は冒頭に述べ

た点にある｡ 本研究は､理論的な考究について不十分な点があるが､幼児期においてすでに運動能力

を基に身体的存在としての自己を受容していることを示し､比較的早期のbodyimageの特徴を明

らかにしたものとして評価できる｡ 適切なbodyimageを持っことは心身の健全な発達に不可欠で

あることから､ここでの研究結果は幼児教育における新たな提言をもたらすものであるといえる｡

また､これらの知見は､本学の人間文化研究科年報､スポーツ科学研究年報の他､保健の科学､乳

幼児教育学研究などの国内学会誌､国際語PerceptualandMotorSkillsなどに原著論文として公

表されている｡さらに､日本発達心理学会大会､日本乳幼児教育学会大会､日本体育学会大会などに

おいても発表されており､この分野の研究者の注目を集めている｡

よって､本論文は奈良女子大学博士 (学術)の学位論文として十分な内容を備えていると評価でき

る｡
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